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１．平成 24 年 2月期第 1 四半期の連結業績（平成 23 年 3 月 1日～平成 23 年 5月 31 日） 

（1）連結経営成績（累計）                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第1四半期 69,249 △1.4 408 133.7 273 59.7 413 － 

23年2月期第1四半期 70,210 △5.3 174 － 171 － △107 － 

 

 1 株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後 

1 株当たり四半期純利益 

 円 銭      円 銭  

24年2月期第1四半期 1.50 ― 

23年2月期第1四半期 △0.39 ― 

 
 
（2）連結財政状態           

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

   百万円 百万円 ％       円 銭

24年2月期第1四半期 158,953 12,506 7.8 44.96

23年2月期 160,915 12,556 7.7 45.20

（参考）自己資本 24 年 2月期第 1 四半期 12,361 百万円   23 年 2 月期 12,426 百万円 
 
 
２．配当の状況 

年間配当金  

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年 2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24 年 2 月期 ―    

24 年 2 月期 

（予想） 
 0.00 ― 0.00 0.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 無 

 

３．平成 24 年 2月期の連結業績予想（平成 23 年 3 月 1 日～平成 24 年 2 月 29 日） 

                         （％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％       円 銭
第２四半期 

（累計） 140,000 △2.6 800 △10.9 400 △43.1 400 31.5 1.45

通期 290,000 △1.9 2,900 △6.2 1,800 △22.1 1,500 △16.5 5.46

（注）当四半期における業績予想の修正有無 無 



 

 

 

 
                                        

４．その他（詳細は、【添付資料】3 ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（1）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
  
（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有 

   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更        無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処

理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

（4）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24 年 2 月期 1Ｑ  275,514,406 株 23 年 2 月期   275,514,406 株 

② 期末自己株式数 24 年 2 月期 1Ｑ     593,731 株 23 年 2 月期    593,231 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24 年 2 月期 1Ｑ  274,920,940 株 23年 2月期1Ｑ  274,923,506 株 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び業績に与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前

提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、【添付資料】3 ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照く

ださい。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間（平成23年３月１日～平成23年５月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響により企業活動が低下し、消費マインドが低下するなど、厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の下、当社グループでは、本年３月以降百貨店や商業施設の増床オープン、新規開業が相次ぎ、

いよいよ本格化した大阪地区における熾烈な競争に打ち勝つべく、阿倍野店の増床計画を推進する一方、業務の効

率化を進め、平成26年度を目途とする経営数値目標の達成に向け注力いたしました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、文章中の各セグメントにおける前年のセグメント利益は

「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用した場合の金額に基づき算出しております。 

  

①百貨店業 

百貨店業におきましては、奈良店、和歌山店、四日市店において地域一番店にふさわしい売場改装を婦人服、婦

人洋品を中心に実施し、桃山店では専門店ゾーンを拡大する全館改装などを行いましたが、東日本大震災による買

控えや、春先の天候不順による個人消費の低迷により、減収となりました。一方、費用面では、前期末にＨｏｏｐ

を取得したことによる賃借料の減少などにより削減が進み、収益性は改善いたしました。この結果、売上高は前年

同期に比し3.2％減の63,722百万円となったものの、営業利益は640.7％増の303百万円と大きく改善いたしまし

た。 

 

②卸・小売業 

卸・小売業におきましては、株式会社シュテルン箕面は主力の輸入新車の販売台数減少により減収となりました

が、株式会社ジャパン・シーフーズはサーモン加工・梱包の事業が好調で増収となりました。この結果、売上高は

前年同期に比し20.2％増の2,366百万円、営業損失は20百万円（前年同期は50百万円の営業損失）となりました。 

 

③その他事業 

その他事業におきましては、株式会社近創で大口内装工事受注が増加したことなどから、売上高は前年同期に比

し32.1％増の3,160百万円、営業利益は2.1％増の116百万円となりました。 

  

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は前年同期に比し1.4％減の69,249百万円にとどまりましたも

のの、営業利益は133.7％増の408百万円、経常利益は59.7％増の273百万円、四半期純利益は413百万円（前年同期

は107百万円の四半期純損失）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少や、減価償却による固定資産の減少などにより、

前連結会計年度末に比し1,962百万円減少し158,953百万円となりました。負債は、借入金の返済や人員の減少によ

る退職給付引当金の取崩などにより前連結会計年度末に比し1,912百万円減少し146,446百万円となりました。純資

産は、四半期純利益を計上したものの、その他有価証券評価差額金の減少などにより、前連結会計年度末に比し49

百万円減少し、12,506百万円となりました。この結果、自己資本比率は7.8％となり、１株当たり純資産は、44円

96銭となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益の計上などにより、通常の営業活動から

生じるキャッシュ・フローが改善したため、718百万円の収入となりました。なお、前年同期は特別退職金の支払

や退職給付引当金の減少があったため、7,555百万円の支出でした。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、短期貸付金の回収による収入が減少したことなどにより、1,027百

万円の支出（前年同期は745百万円の収入）となりました。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、有利子負債の圧縮に努めた結果、2,322百万円の支出（前年同期は

4,067百万円の収入）となりました。 

  

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比し2,631百万

円減少し、また、連結範囲の変更により36百万円増加したことから3,163百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現時点において、通期の連結業績につきましては、平成23年4月12日に公表した予想数値に変更はございませ

ん。 

なお、定例的な会計処理として、商品券等につきましては、時効処理済分の回収見込額を商品券等引換損失引当

金繰入額として営業外費用に、未請求分の時効整理額を未請求債務整理益として営業外収益にそれぞれ計上を見込

んでおります。  

また、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速やか

に開示する予定であります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸資産の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算出しております。  

  

繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がない場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測を利用する方法によって

おります。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用しております。これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

  

２．その他の情報

㈱近鉄百貨店(8244)　平成24年2月期第1四半期決算短信

3



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,244 5,839

受取手形及び売掛金 11,544 10,703

商品及び製品 15,101 14,237

仕掛品 71 156

原材料及び貯蔵品 130 68

その他 7,548 6,490

貸倒引当金 △167 △129

流動資産合計 37,472 37,365

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 55,340 56,544

土地 38,503 38,503

その他（純額） 4,977 5,080

有形固定資産合計 98,821 100,128

無形固定資産 1,607 1,744

投資その他の資産   

投資有価証券 6,460 6,920

敷金及び保証金 11,342 11,822

その他 4,304 3,993

貸倒引当金 △995 △1,000

投資評価引当金 △59 △59

投資その他の資産合計 21,051 21,676

固定資産合計 121,480 123,549

資産合計 158,953 160,915
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,343 22,013

短期借入金 51,053 47,071

未払法人税等 114 260

商品券 12,448 12,619

預り金 27,911 27,202

賞与引当金 93 148

商品券等引換損失引当金 3,635 3,679

その他 4,522 5,587

流動負債合計 123,124 118,581

固定負債   

長期借入金 18,037 24,333

退職給付引当金 2,128 2,337

債務保証損失引当金 60 64

その他 3,095 3,043

固定負債合計 23,322 29,778

負債合計 146,446 148,359

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,252 13,252

資本剰余金 1,720 1,720

利益剰余金 △1,280 △1,706

自己株式 △79 △79

株主資本合計 13,613 13,187

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,251 △760

繰延ヘッジ損益 △0 －

評価・換算差額等合計 △1,251 △760

少数株主持分 145 129

純資産合計 12,506 12,556

負債純資産合計 158,953 160,915
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 70,210 69,249

売上原価 53,932 53,553

売上総利益 16,278 15,696

販売費及び一般管理費 16,103 15,287

営業利益 174 408

営業外収益   

受取利息 3 1

受取配当金 4 4

未請求債務整理益 313 305

固定資産受贈益 13 1

持分法による投資利益 324 51

その他 198 170

営業外収益合計 858 534

営業外費用   

支払利息 237 223

商品券等引換損失引当金繰入額 375 314

その他 248 131

営業外費用合計 861 669

経常利益 171 273

特別損失   

環境対策費 272 －

投資有価証券評価損 161 －

特別損失合計 433 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△262 273

法人税、住民税及び事業税 58 65

法人税等調整額 △228 △221

法人税等合計 △170 △156

少数株主損益調整前四半期純利益 － 429

少数株主利益 15 16

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107 413
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△262 273

減価償却費 1,773 1,763

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 31

賞与引当金の増減額（△は減少） △56 △56

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,400 △224

商品券等引換損失引当金の増減額（△は減少） 55 △43

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） － △4

受取利息及び受取配当金 △8 △6

支払利息 237 223

持分法による投資損益（△は益） △324 △51

固定資産除却損 136 63

投資有価証券評価損益（△は益） 161 2

環境対策費 272 －

売上債権の増減額（△は増加） 123 △823

たな卸資産の増減額（△は増加） △915 △658

仕入債務の増減額（△は減少） 309 1,359

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,065 △455

その他 △191 △173

小計 △2,156 1,220

利息及び配当金の受取額 8 5

利息の支払額 △343 △338

特別退職金の支払額 △4,840 －

法人税等の支払額 △222 △168

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,555 718

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △699 △270

有形固定資産の売却による収入 31 －

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

短期貸付金の増減額（△は増加） 340 △1,270

長期貸付金の回収による収入 623 19

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △0

敷金及び保証金の回収による収入 571 479

その他 △121 14

投資活動によるキャッシュ・フロー 745 △1,027

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,850 717

長期借入れによる収入 5,000 400

長期借入金の返済による支出 △6,780 △3,430

その他 △3 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,067 △2,322

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,742 △2,631

現金及び現金同等物の期首残高 6,394 5,757

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 36

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,651 3,163
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該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

（注）事業区分の方法：当社の事業区分は事業内容を勘案して決定しております。 

  

［所在地別セグメント情報］ 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
百貨店業 
（百万円） 

卸・小売業
（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社(百万円) 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  65,849  1,968  2,392  70,210  －  70,210

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 28  989  2,732  3,749  (3,749)  －

計  65,877  2,958  5,124  73,960  (3,749)  70,210

営業利益又は営業損失（△）  41  △50  113  104   69  174
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【セグメント情報】  

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは百貨店業を中心に事業を展開しており、「百貨店業」、「卸・小売業」、「その他事業」を報告

セグメントとしております。  

「百貨店業」は主として衣料品、食料品などの販売と友の会事業を行っております。「卸・小売業」は食料品、

輸入自動車、書籍等の販売を行っております。「その他事業」は内装業、運送業、品質検査業、建物管理業、労働

者派遣業、婦人服の製造・加工販売業等を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日） 

 （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項 

該当事項はありません。  

   

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
調整額 
(注１) 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２) 

売上高             

外部顧客への売上高  63,722  2,366  3,160  69,249  －  69,249

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 30  1,011  2,437  3,480  △3,480  －

計  63,753  3,377  5,598  72,729  △3,480  69,249

セグメント利益又は損失（△）  303  △20  116  399  9  408

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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